
テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報
明日を変える

もったいない
「もったいない」を合言葉に、
宇都宮から明日を
変えていきましょう。

　こ
こ
10
年
で
環
境
を
巡
る
取
り
組
み

は
ど
ん
ど
ん
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　一
方
で
、
最
近
、
「
環
境
」
と
聞
い

て
も
あ
ま
り
と
き
め
き
が
な
く
、
い
ま

ひ
と
つ
「
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
」
化
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「も
っ
た
い
な
い
」は
気
持
ち
の
言
葉

で
す
。

　こ
こ
10
年
で
環
境
を
巡
る
取
り
組
み

は
ど
ん
ど
ん
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　一
方
で
、
最
近
、
「
環
境
」
と
聞
い

て
も
あ
ま
り
と
き
め
き
が
な
く
、
い
ま

ひ
と
つ
「
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
」
化
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「も
っ
た
い
な
い
」は
気
持
ち
の
言
葉

で
す
。

もったいないと思うことって、
ジブンが変わること。

ジブンごと

ジブンが変われば、周りのヒト
が変わる。

ヒトごと

周りのヒトが変われば、マチが
変わる。

マチごと
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明日を変える「もったいない」

 宇都宮を訪れる多くの人に満足してもらうため、
本市では市民・事業者の皆さんの「おもてなし」
能力の向上や、観光客の受け入れ環境の向上
に取り組んでいます。
▽「おもてなし出前講座」の実施。

▽「ぎょうざ食べ歩
きっぷ」など、観光客
向けのお得なバス一
日乗車券の発行。
▽観光アプリの配信。
▽外国人観光客向け
公衆無線

ラ　ン

LANの整
備。
問 観 光 交 流 課 ☎
（632）2436、宇都宮
観光コンベンション協
会☎（632）2445

◎毎月1日は「もったいないの日」　日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべてのも
のに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、「ひと」や「もの」を大切にする「もったいない運動」を進
めています。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先月
までの行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
、
「
そ
の

も
の
の
価
値
が
生
か
さ
れ
ず
、
惜
し
い

さ
ま
」
を
表
す
日
本
特
有
の
言
葉
で
す
。

ま
た
、
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
ご
み
削

減
）
・
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
利
用
）
・
Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
資
源
化
）
と
い
う

環
境
活
動
の
３
Ｒ
を
た
っ
た
一
言
で
表

せ
る
だ
け
で
な
く
、
か
け
が
え
の
な
い

地
球
資
源
に
対
す
る
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ

（
尊
敬
の
念
）
が
込
め
ら
れ
て
い
る
言

葉
で
も
あ
り
ま
す
。
環
境
分
野
で
初
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
も
、
２
０
０
５
年

に
来
日
の
際
、
こ
の
美
し
い
日
本
語
に

感
銘
を
受
け
、
環
境
を
守
る
共
通
語

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
世

界
に
広
め
る
こ
と
を
国
連
本
部
の
演
説

で
提
唱
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
人
間
は
、
よ
り
便
利
で
快
適

な
生
活
を
追
い
求
め
て
「
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」
の
生
活
や
経

済
活
動
を
続
け
た
た
め
、
現
在
、
食
べ

物
や
自
然
、
化
石
燃
料
な
ど
の
資
源
枯

渇
や
廃
棄
物
の
増
大
、
地
球
温
暖
化
な

ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

過
度
の
利
便
性
の
追
求
や
資
本
主
義
の

発
達
、
個
人
主
義
な
ど
が
世
界
の
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
、
戦
争
や
紛
争
、
い
じ

め
、
心
の
問
題
な
ど
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
や
地
球
資
源
、
そ
し

て
「
ひ
と
」
を
思
い
や
り
、
「
も
の
」

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
は
、
本
当
に
貴

重
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
、
も
っ

た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
を
設
立
し
、

「
も
の
」
だ
け
で
な
く
「
ひ
と
」
「
ま

ち
」
も
大
切
に
す
る
独
自
の
「
も
っ
た

い
な
い
運
動
」
に
取
り
組
み
（
上
の

図
）、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
識
の
中
に
も
浸
透
し

て
き
て
い
ま
す
（
２
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ

フ
）。
身
の
回
り
に
は
ま
だ
ま
だ
「
も

っ
た
い
な
い
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
に
取
り
組
む

人
が
増
え
れ
ば
、
人
へ
の
優
し
さ
が
あ

ふ
れ
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
囲
ま
れ

た
宇
都
宮
の
ま
ち
を
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
も
っ
た
い

な
い
」
の
心
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
宇
都
宮

の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
取
り
組
み
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

リ
デ
ュ
ー
ス

リ
ユ
ー
ス

リ
サ
イ
ク
ル

ス
リ
ー
ア
ー
ル

リ
ス
ペ
ク
ト

も
っ
た
い
な
い

「もの」だけじゃない！
「ひと・まち」を大切に

恵
ま
れ
た
地
球
資
源

思
い
や
り
の
あ
る
人
間
関
係
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」を
大
切
に
す
る

宇
都
宮
版
も
っ
た
い
な
い
運
動

普
段
の
生
活
に
も

「
も
っ
た
い
な
い
」の
気
持
ち
を

も

っ

た

い

な

い

日
本
生
ま
れ
の

世
界
を
つ
な
げ
る
合
言
葉

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」

　テ
レ
ビ
な
ど
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、今

で
は
身
近
な
言
葉
と
な
っ
た「
も
っ
た
い
な
い
」。本
市
で
は
、全
国

に
先
駆
け
て「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」を
始
め
、「
も
っ
た
い
な
い
全

国
大
会
」を
開
催
し
て
、今
年
で
10
年
目
に
な
り
ま
し
た
。節
目

の
こ
の
年
に
、改
め
て「
も
っ
た
い
な
い
」を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

「ひと・もの・まち」を大切にします

日ごろの環境に配慮した行動 

出典：市民アンケート調査

1ひと　私たちは、多くの人とのつ
ながりの中で、互いに支え合い助け
合いながら生活しています。さまざ
まな場面で「ひとへの思いやり」を
大切にして行動します。

2もの　地球上の全ての物は、自
然の恵みや人々のこれまでの努力
があって存在しています。つい忘れ
てしまいがちなこれらのことに感謝
の気持ちを持ち、全ての物を大切
にします。

3まち　私たちが住んでいる宇都
宮の豊かな自然や歴史・伝統・文化
を次世代に継承しないのはもった
いないことです。宇都宮の素晴らし
さを知り、磨き、未来につないでい
きます。

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に

　
　
　「も
っ
た
い
な
い
」の
心
を

地域の自然や歴史・文化に機会が
あれば接するようにしている

環境について学んでいる

庭木や家庭菜園など、緑を大切にし
ている
音や臭い、照明、家や土地の管理な
どについて、近隣に配慮している
自治会や地域の清掃などの美化活
動に協力や参加をしている
商品の包装やレジ袋をなるべく断
っている

環境に配慮して商品を選んでいる

台所や洗面所などで、油やごみを
排水に流さないようにしている
外出先で出たごみは、自宅に持ち
帰っている
ごみの分別やごみ出しの日時を守
っている
ガスや灯油を節約するための配慮
や工夫をしている
こまめにスイッチを切るなど節電を
行っている
エコドライブを意識して自動車を運
転している

2014年
2009年

私た
ちは、

互いに尊敬し、

思いやりをもってふれあ
いま

す。

私
たち

は、
すべてのものに感謝して

、

その価値を十分にいか
しま

す。

私
たち

は、
宇都宮

の素晴らしさをみがき
、

未

来に誇れるまちをつく
りま

す
。

10年の足跡

■もったいない
全国大会
運動の全国的
な推進を図るた
め、全国に先駆
けて本市で平
成19年に第1
回を開催し、第
2回にはワンガ
リ・マータイさん
も参加。

■もったいない
フェア宇都宮　
「もったいない」
をテーマにした
環境配慮型・参
加体験型のイ
ベントで、毎年９
月の「もったい
ない月間」に合
わせ開催。

■
も
っ
た
い
な
い
ポ
ス
タ
ー
　「
ひ

と
・
も
の・
ま
ち
」を
大
切
に
す
る

も
っ
た
い
な
い
の
心
を
表
現
し
た
コ

ン
ク
ー
ル
。

●
平
成
19
年
度

▽
第
１
回
も
っ
た
い
な
い
全
国
大
会
の
開
催

●
平
成
20
年
度

▽
第
２
回
も
っ
た
い
な
い
全
国
大
会
の
開
催

▽
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
の
設
立

●
平
成
21
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
宇
都
宮
２
０
０
９

の
開
催（
〜
毎
年
実
施
）

▽
も
っ
た
い
な
い
川
柳・ポ
ス
タ
ー（
絵
画
）コ

ン
ク
ー
ル
を
開
始

▽
も
っ
た
い
な
い
の
約
束
、も
っ
た
い
な
い
の

日・月
間
の
作
成

●
平
成
22
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
運
動
賛
同
者
登
録
制
度

を
開
始

●
平
成
23
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
夏・

冬
）の
実
施（
〜
毎
年
）

●
平
成
24
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
A
W
A
R
D（
顕
彰
制

度
）を
開
始

●
平
成
25
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
４
コ
マ
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
始（
も
っ
た
い
な
い
川
柳
は
廃
止
）

▽
市
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ミ
ヤ
リ
ー
を

「
も
っ
た
い
な
い
係
長
」に
任
命

●
平
成
26
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
ク
ー
ル
シェア
の
実
施

▽
も
っ
た
い
な
い
り
ぶっ
く
の
実
施

●
平
成
27
年
度

▽
元
ブ
ラ
ジ
ル
環
境
大
臣
マ
リ
ナ・シ
ル
バ
さ

ん
と「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」に
つ
い
て
交
流

●
平
成
28
年
度

▽
10
周
年
記
念
事
業「
も
っ
た
い
な
い
デ
ザ

イ
ン
絵
柄
コ
ン
ク
ー
ル
」の
実
施

ア
ワ
ー
ド

50％100％

宇都宮版もったいない運動

◀観光アプリは英語、韓国
語、中国語（繁体・簡体）にも
対応しています

宇都宮版おもてなし運動

◀
中
央
小
の
児
童
た
ち
と
ハ
ナ
モ
モ
を
記
念
植
樹

　す
る
マ
ー
タ
イ
さ
ん
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明日を変える「もったいない」

 宇都宮を訪れる多くの人に満足してもらうため、
本市では市民・事業者の皆さんの「おもてなし」
能力の向上や、観光客の受け入れ環境の向上
に取り組んでいます。
▽「おもてなし出前講座」の実施。

▽「ぎょうざ食べ歩
きっぷ」など、観光客
向けのお得なバス一
日乗車券の発行。
▽観光アプリの配信。
▽外国人観光客向け
公衆無線

ラ　ン

LANの整
備。
問 観 光 交 流 課 ☎
（632）2436、宇都宮
観光コンベンション協
会☎（632）2445

◎毎月1日は「もったいないの日」　日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべてのも
のに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、「ひと」や「もの」を大切にする「もったいない運動」を進
めています。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先月
までの行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
、
「
そ
の

も
の
の
価
値
が
生
か
さ
れ
ず
、
惜
し
い

さ
ま
」
を
表
す
日
本
特
有
の
言
葉
で
す
。

ま
た
、
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
ご
み
削

減
）
・
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
利
用
）
・
Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
資
源
化
）
と
い
う

環
境
活
動
の
３
Ｒ
を
た
っ
た
一
言
で
表

せ
る
だ
け
で
な
く
、
か
け
が
え
の
な
い

地
球
資
源
に
対
す
る
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ

（
尊
敬
の
念
）
が
込
め
ら
れ
て
い
る
言

葉
で
も
あ
り
ま
す
。
環
境
分
野
で
初
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
も
、
２
０
０
５
年

に
来
日
の
際
、
こ
の
美
し
い
日
本
語
に

感
銘
を
受
け
、
環
境
を
守
る
共
通
語

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
世

界
に
広
め
る
こ
と
を
国
連
本
部
の
演
説

で
提
唱
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
人
間
は
、
よ
り
便
利
で
快
適

な
生
活
を
追
い
求
め
て
「
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」
の
生
活
や
経

済
活
動
を
続
け
た
た
め
、
現
在
、
食
べ

物
や
自
然
、
化
石
燃
料
な
ど
の
資
源
枯

渇
や
廃
棄
物
の
増
大
、
地
球
温
暖
化
な

ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

過
度
の
利
便
性
の
追
求
や
資
本
主
義
の

発
達
、
個
人
主
義
な
ど
が
世
界
の
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
、
戦
争
や
紛
争
、
い
じ

め
、
心
の
問
題
な
ど
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
や
地
球
資
源
、
そ
し

て
「
ひ
と
」
を
思
い
や
り
、
「
も
の
」

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
は
、
本
当
に
貴

重
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
、
も
っ

た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
を
設
立
し
、

「
も
の
」
だ
け
で
な
く
「
ひ
と
」
「
ま

ち
」
も
大
切
に
す
る
独
自
の
「
も
っ
た

い
な
い
運
動
」
に
取
り
組
み
（
上
の

図
）、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
識
の
中
に
も
浸
透
し

て
き
て
い
ま
す
（
２
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ

フ
）。
身
の
回
り
に
は
ま
だ
ま
だ
「
も

っ
た
い
な
い
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
に
取
り
組
む

人
が
増
え
れ
ば
、
人
へ
の
優
し
さ
が
あ

ふ
れ
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
囲
ま
れ

た
宇
都
宮
の
ま
ち
を
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
も
っ
た
い

な
い
」
の
心
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
宇
都
宮

の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
取
り
組
み
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

リ
デ
ュ
ー
ス

リ
ユ
ー
ス

リ
サ
イ
ク
ル

ス
リ
ー
ア
ー
ル

リ
ス
ペ
ク
ト

も
っ
た
い
な
い

「もの」だけじゃない！
「ひと・まち」を大切に

恵
ま
れ
た
地
球
資
源

思
い
や
り
の
あ
る
人
間
関
係
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」を
大
切
に
す
る

宇
都
宮
版
も
っ
た
い
な
い
運
動

普
段
の
生
活
に
も

「
も
っ
た
い
な
い
」の
気
持
ち
を

も

っ

た

い

な

い

日
本
生
ま
れ
の

世
界
を
つ
な
げ
る
合
言
葉

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」

　テ
レ
ビ
な
ど
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、今

で
は
身
近
な
言
葉
と
な
っ
た「
も
っ
た
い
な
い
」。本
市
で
は
、全
国

に
先
駆
け
て「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」を
始
め
、「
も
っ
た
い
な
い
全

国
大
会
」を
開
催
し
て
、今
年
で
10
年
目
に
な
り
ま
し
た
。節
目

の
こ
の
年
に
、改
め
て「
も
っ
た
い
な
い
」を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

「ひと・もの・まち」を大切にします

日ごろの環境に配慮した行動 

出典：市民アンケート調査

1ひと　私たちは、多くの人とのつ
ながりの中で、互いに支え合い助け
合いながら生活しています。さまざ
まな場面で「ひとへの思いやり」を
大切にして行動します。

2もの　地球上の全ての物は、自
然の恵みや人々のこれまでの努力
があって存在しています。つい忘れ
てしまいがちなこれらのことに感謝
の気持ちを持ち、全ての物を大切
にします。

3まち　私たちが住んでいる宇都
宮の豊かな自然や歴史・伝統・文化
を次世代に継承しないのはもった
いないことです。宇都宮の素晴らし
さを知り、磨き、未来につないでい
きます。

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に

　
　
　「も
っ
た
い
な
い
」の
心
を

地域の自然や歴史・文化に機会が
あれば接するようにしている

環境について学んでいる

庭木や家庭菜園など、緑を大切にし
ている
音や臭い、照明、家や土地の管理な
どについて、近隣に配慮している
自治会や地域の清掃などの美化活
動に協力や参加をしている
商品の包装やレジ袋をなるべく断
っている

環境に配慮して商品を選んでいる

台所や洗面所などで、油やごみを
排水に流さないようにしている
外出先で出たごみは、自宅に持ち
帰っている
ごみの分別やごみ出しの日時を守
っている
ガスや灯油を節約するための配慮
や工夫をしている
こまめにスイッチを切るなど節電を
行っている
エコドライブを意識して自動車を運
転している

2014年
2009年

私た
ちは、

互いに尊敬し、

思いやりをもってふれあ
いま

す。

私
たち

は、
すべてのものに感謝して

、

その価値を十分にいか
しま

す。

私
たち

は、
宇都宮

の素晴らしさをみがき
、

未

来に誇れるまちをつく
りま

す
。

10年の足跡

■もったいない
全国大会
運動の全国的
な推進を図るた
め、全国に先駆
けて本市で平
成19年に第1
回を開催し、第
2回にはワンガ
リ・マータイさん
も参加。

■もったいない
フェア宇都宮　
「もったいない」
をテーマにした
環境配慮型・参
加体験型のイ
ベントで、毎年９
月の「もったい
ない月間」に合
わせ開催。

■
も
っ
た
い
な
い
ポ
ス
タ
ー
　「
ひ

と
・
も
の・
ま
ち
」を
大
切
に
す
る

も
っ
た
い
な
い
の
心
を
表
現
し
た
コ

ン
ク
ー
ル
。

●
平
成
19
年
度

▽
第
１
回
も
っ
た
い
な
い
全
国
大
会
の
開
催

●
平
成
20
年
度

▽
第
２
回
も
っ
た
い
な
い
全
国
大
会
の
開
催

▽
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
の
設
立

●
平
成
21
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
宇
都
宮
２
０
０
９

の
開
催（
〜
毎
年
実
施
）

▽
も
っ
た
い
な
い
川
柳・ポ
ス
タ
ー（
絵
画
）コ

ン
ク
ー
ル
を
開
始

▽
も
っ
た
い
な
い
の
約
束
、も
っ
た
い
な
い
の

日・月
間
の
作
成

●
平
成
22
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
運
動
賛
同
者
登
録
制
度

を
開
始

●
平
成
23
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
夏・

冬
）の
実
施（
〜
毎
年
）

●
平
成
24
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
A
W
A
R
D（
顕
彰
制

度
）を
開
始

●
平
成
25
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
４
コ
マ
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
始（
も
っ
た
い
な
い
川
柳
は
廃
止
）

▽
市
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ミ
ヤ
リ
ー
を

「
も
っ
た
い
な
い
係
長
」に
任
命

●
平
成
26
年
度

▽
も
っ
た
い
な
い
ク
ー
ル
シェア
の
実
施

▽
も
っ
た
い
な
い
り
ぶっ
く
の
実
施

●
平
成
27
年
度

▽
元
ブ
ラ
ジ
ル
環
境
大
臣
マ
リ
ナ・シ
ル
バ
さ

ん
と「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」に
つ
い
て
交
流

●
平
成
28
年
度

▽
10
周
年
記
念
事
業「
も
っ
た
い
な
い
デ
ザ

イ
ン
絵
柄
コ
ン
ク
ー
ル
」の
実
施

ア
ワ
ー
ド

50％100％

宇都宮版もったいない運動

◀観光アプリは英語、韓国
語、中国語（繁体・簡体）にも
対応しています

宇都宮版おもてなし運動

◀
中
央
小
の
児
童
た
ち
と
ハ
ナ
モ
モ
を
記
念
植
樹

　す
る
マ
ー
タ
イ
さ
ん
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明日を変える「もったいない」

28
度
28
度

20
度
20
度

   

1 3 2 8 5 6 9 7

消費期限 ○月×日

1 3 2 8 5 6 9 7

消味期限 ○月×日NO
ノー

できることから始め よう（みやエコファミリー環境配慮行動10項目より）

my
bag
my
bag

詰 替 用

①冷暖房の設定温度
は、夏28度以上冬20
度以下にする

③日中はカーテンを開けるな
ど外の光を上手に取り込み、夜
は誰もいない部屋の照明は消
すようにして、不用な照明を使
用しない

④エアコンや掃除機、空気清
浄機などのフィルターは、こま
めに清掃する

○×駅

⑤公共交通機関や自転
車、徒歩による移動を心
掛ける

②テレビやパソコン
などの家電製品を長
時間使用しないときは、
コンセントを抜くか主
電源を切る

⑥ごみの分別をして、資
源物のリサイクルに努め
る

⑧食べ物は残
さないように計
画的に購入する

⑨シャンプーや
洗剤などは、詰
め替え可能な商
品を選ぶ

⑩買い物には
マイバックを持
参し、過剰包装
は断る

⑦生ごみは水
分を切り、減量し
てからごみに出
す

▽
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
ひ
と
や
も
の
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
　

も
っ
た
い
な
い
ひ
ろ
め

隊
」　http://w

w
w
fceook.com

/
m
ottainai.utsunom

iya/

　
今
回
紹
介
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
す
で
に
や
っ
て
い
る
」
「
他
に
こ
ん

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
」
と
い
う
人

も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

そ
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
日
々
、
「
も
っ

た
い
な
い
」
の
気
持
ち
で
実
践
し
て
い

る
取
り
組
み
を
集
め
、
多
く
の
人
と
情

報
を
共
有
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
小
さ

な
こ
と
で
も
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」

の
輪
を
広
げ
、
よ
り
良
い
明
日
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　不用になった自転車を活
用したマイクロ水力発電で、
釜川をライトアップし、皆さ

んを楽
し ま せ
る 取 り
組 みを
実施。

※食品ロスとは　世界で作られている食べ物のうち、３分の１が捨てられているといわれていま
す。日本でも、まだ食べられる642万トンもの食糧が捨てられており、これは1年間に獲れる魚の
量（374万トン）を大きく上回ります。こうした、まだ食べられるのに捨てられてしまうというこ
とを、「食品ロス」と言います。

■
み
や
エ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
環
境
に
や

さ
し
い
生
活

に
取
り
組
ん

で
い
る
家
庭

を
認
定
し
て

い
ま
す
。
認

定
さ
れ
る
と

協
力
店
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
特
典
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
　
環
境
政
策
課
（
市
役
所
12

階
）
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
・

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
に
置
い

て
あ
る
「
み
や
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
し
可
）
の
認
定
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320-

8540
市
役
所
環
境
政
策
課
へ
。

■
も
っ
た
い
な
い
り
ぶ
っ
く
　
不
用
に

な
っ
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
寄
付
し
て
、
宇

都
宮
の
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
広
が
り

に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

▽
そ
の
他
　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
、
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会

議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.u-m

ottainai.com
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
常
生
活
で
実
践
す
る
こ
つ
な
ど
の

情
報
を
発
信
中

▽
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

（
登
録
）　
も
っ
た

い
な
い
運
動
市
民
会

議
メ
ル
マ
ガ
登
録

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.u-m

ottainai.
com

/

メ
ル
マ
ガ/

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　「も
っ
た
い
な
い
」の
取
り
組
み
は
、普
段
の
生
活
や
活
動
の
中

で
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。こ
こ
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

家
族
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

学
校
の
取
り
組
み

宇都宮工業高等
学校生徒による
再生可能エネルギー
の普及

家庭での取り組み

　 まち
の貴重
な文 化
財であ
る「塚山
古墳」（西川田町）を、広く
知ってもらい、次の世代へ継
承するため、草刈りなどのボ
ランティア活動を実施。いつ
もきれいな塚山古墳は、地
元の人たちの憩いの場にも。

地
域
の
取
り
組
み

塚山古墳愛護会
による清掃活動

　回収した衣料品をリサイ
クルして、再生製品軍手を市
役所などに寄贈。「もったい
ない」の心が編み込まれた
「もったいない軍手」は、毎年、
餃子祭りなどのイベントで、
清掃活動や環境保全活動の
ために活用されている。

事
業
者
の
取
り
組
み

東武宇都宮百貨店、
オンワード樫山による
「もったいない軍手」
の寄贈

■材料
　ジャガイモ　大2個（400グ
ラム）、豆腐　4分の1丁
（100グラム）、サクラエビ
　大さじ2杯（4グラム）、ゆ
でた枝豆　適量（大さじ2杯
40グラム）、青のり　少々、塩・こしょう　少々、すし酢　少々
■作り方
　1ジャガイモはゆでてつぶす。豆腐は水切りをしておく。
　2サクラエビ・ゆでた枝豆・青のりと1を合わせ、塩・こしょうと
すし酢で味を調える。
■残ってしまっても、揚げればコロッケに大変身！

　食品ロスの中でも、割合が高いのが「食
べ残し」です。食べられる分だけ調理するこ
とはもちろんですが、残ってし
まった料理も、ちょっとした工夫
で違う料理にアレンジできます。
　今回紹介する「枝豆入りポテト
サラダ」は、マヨネーズの代わりに豆腐を
使っているので、とってもヘルシーなポテ
トサラダです。また、残ってしまっても、
衣を付けて揚げれば、コロッケに大変身。
揚げることで酸味が飛ぶので、違った味を
楽しむことができます。

他にも湯澤先生の「もったいないレシピ」を紹介しています。詳し
くは、市ホームページなどをご覧ください。

翌品ロスを減らそう　もったいないレシピ
枝豆入りポテトサラダ
食品ロスを減らそう　もったいないレシピ
枝豆入りポテトサラダ

もったいないレシピを
考えた
宇都宮文星短期大学
栄養士ユニット
教授　湯澤　敏子さん

一人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は

小
さ
な
こ
と
で
も

　み
ん
な
で
や
れ
ば

大
き
な
力
に

（※）

▲QRコード

「もったいない残しま10！」運動
本市では、食品ロスを削減するため、次のような取り組
みを推進しています。
◆宴会で、「残しま宣言」。開始10分・終了前10分、料理に専念して残さず

食べよう
◆食材は10割使い切る、料理は10割食べ切る
◆毎月10日を「残しま10(てん)！の日」に設定

てん

▲QRコード
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んを楽
し ま せ
る 取 り
組 みを
実施。

※食品ロスとは　世界で作られている食べ物のうち、３分の１が捨てられているといわれていま
す。日本でも、まだ食べられる642万トンもの食糧が捨てられており、これは1年間に獲れる魚の
量（374万トン）を大きく上回ります。こうした、まだ食べられるのに捨てられてしまうというこ
とを、「食品ロス」と言います。

■
み
や
エ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
環
境
に
や

さ
し
い
生
活

に
取
り
組
ん

で
い
る
家
庭

を
認
定
し
て

い
ま
す
。
認

定
さ
れ
る
と

協
力
店
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
特
典
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
　
環
境
政
策
課
（
市
役
所
12

階
）
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
・

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
に
置
い

て
あ
る
「
み
や
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
し
可
）
の
認
定
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320-

8540
市
役
所
環
境
政
策
課
へ
。

■
も
っ
た
い
な
い
り
ぶ
っ
く
　
不
用
に

な
っ
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
寄
付
し
て
、
宇

都
宮
の
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
広
が
り

に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

▽
そ
の
他
　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
、
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会

議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.u-m

ottainai.com
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
常
生
活
で
実
践
す
る
こ
つ
な
ど
の

情
報
を
発
信
中

▽
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

（
登
録
）　
も
っ
た

い
な
い
運
動
市
民
会

議
メ
ル
マ
ガ
登
録

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.u-m

ottainai.
com

/

メ
ル
マ
ガ/

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　「も
っ
た
い
な
い
」の
取
り
組
み
は
、普
段
の
生
活
や
活
動
の
中

で
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。こ
こ
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

家
族
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

学
校
の
取
り
組
み

宇都宮工業高等
学校生徒による
再生可能エネルギー
の普及

家庭での取り組み

　 まち
の貴重
な文 化
財であ
る「塚山
古墳」（西川田町）を、広く
知ってもらい、次の世代へ継
承するため、草刈りなどのボ
ランティア活動を実施。いつ
もきれいな塚山古墳は、地
元の人たちの憩いの場にも。

地
域
の
取
り
組
み

塚山古墳愛護会
による清掃活動

　回収した衣料品をリサイ
クルして、再生製品軍手を市
役所などに寄贈。「もったい
ない」の心が編み込まれた
「もったいない軍手」は、毎年、
餃子祭りなどのイベントで、
清掃活動や環境保全活動の
ために活用されている。

事
業
者
の
取
り
組
み

東武宇都宮百貨店、
オンワード樫山による
「もったいない軍手」
の寄贈

■材料
　ジャガイモ　大2個（400グ
ラム）、豆腐　4分の1丁
（100グラム）、サクラエビ
　大さじ2杯（4グラム）、ゆ
でた枝豆　適量（大さじ2杯
40グラム）、青のり　少々、塩・こしょう　少々、すし酢　少々
■作り方
　1ジャガイモはゆでてつぶす。豆腐は水切りをしておく。
　2サクラエビ・ゆでた枝豆・青のりと1を合わせ、塩・こしょうと
すし酢で味を調える。
■残ってしまっても、揚げればコロッケに大変身！

　食品ロスの中でも、割合が高いのが「食
べ残し」です。食べられる分だけ調理するこ
とはもちろんですが、残ってし
まった料理も、ちょっとした工夫
で違う料理にアレンジできます。
　今回紹介する「枝豆入りポテト
サラダ」は、マヨネーズの代わりに豆腐を
使っているので、とってもヘルシーなポテ
トサラダです。また、残ってしまっても、
衣を付けて揚げれば、コロッケに大変身。
揚げることで酸味が飛ぶので、違った味を
楽しむことができます。

他にも湯澤先生の「もったいないレシピ」を紹介しています。詳し
くは、市ホームページなどをご覧ください。

翌品ロスを減らそう　もったいないレシピ
枝豆入りポテトサラダ
食品ロスを減らそう　もったいないレシピ
枝豆入りポテトサラダ

もったいないレシピを
考えた
宇都宮文星短期大学
栄養士ユニット
教授　湯澤　敏子さん

一人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は

小
さ
な
こ
と
で
も

　み
ん
な
で
や
れ
ば

大
き
な
力
に

（※）

▲QRコード

「もったいない残しま10！」運動
本市では、食品ロスを削減するため、次のような取り組
みを推進しています。
◆宴会で、「残しま宣言」。開始10分・終了前10分、料理に専念して残さず

食べよう
◆食材は10割使い切る、料理は10割食べ切る
◆毎月10日を「残しま10(てん)！の日」に設定

てん

▲QRコード
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明日を変える「もったいない」

私の見方私の見方

▼あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「もったいない」についての意見・提案をお受けします。
寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、一部を後日、広報
紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返信しませんので、
ご了承ください。
　左のはがき（切手不要）を切り取り、9月15日（木）ま
でにポストに投函してください。他のはがきや手紙・フ
ァクス・Eメール・市ホームページのアンケート（携帯サ
イト含む）でも受け付けます。
送付先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2025、 （639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「もったいない」についての問い合わせ先
環境政策課
☎（632）2409、 （632）3316
Eメール：u0715@city.utsunomiya.tochigi.jp

7

アイデア通信

もったいないについて私はこう考
えます
1 あなたの身の回りで「もったいない」と感じることは
何ですか？

2 あなたが取り組みたいと思う「もったいない」は何で
すか？
　当てはまる全ての番号に〇を付けてください。

１　食べものを残すのは「もったいない」
２　不用になった服や本、紙類を燃えるごみにし
てしまうのは「もったいない」

３　人や命を大切にしないのは「もったいない」
４　やさしさ、思いやりの気持ちが伝わらないの
は「もったいない」

５　歴史・伝統・文化を次世代に継承しないのは
「もったいない」

６　まちに誇りを持たないのは「もったいない」
７　その他

プロフィール

▲携帯サイト用QRコード
※一部の機種で表示
されない場合があります。

　
宇
都
宮
版
も
っ
た
い
な
い
運
動
で
は
、

「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」
を
大
切
に
す

る
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
お
も
て
な
し
は
、
相
手
に

対
し
て
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
対
し
て

も
達
成
感
や
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
良
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
お
も
て
な
し
が
「
ひ
と
」
を
育
て
、

「
も
の
」
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
、

そ
の
心
が
「
ま
ち
（
地
域
）
」
を
大
切

に
す
る
。「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」
を

大
切
に
す
る
と
環
境
も
良
く
な
り
、
ま

ち
も
活
性
化
し
ま
す
。「
も
っ
た
い
な

い
」
は
、
宇
都
宮
の
ま
ち
が
発
展
し
て

い
く
た
め
に
も
、
重
要
な
取
り
組
み
だ

と
思
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
、
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
こ
と
。

普
段
の
生
活
で
も
、
す
で
に
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
」
で

は
、
当
初
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う

普
及
活
動
を
根
気
強
く
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
25
年
度
の
調
査
で
、

認
知
度
80
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

普
及
活
動
か
ら
実
践
活
動
に
方
針
を
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
し
、
ま
ち
な
か
で
の
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
作
り
の
仕
掛
け
を

行
っ
た
り
、
「
も
っ
た
い
な
い
り
ぶ
っ

く
」
を
始
め
た
り
な
ど
、
皆
さ
ん
の

も
っ
た
い
な
い
を
実
践
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
り
ぶ
っ
く
」
で
は
、

寄
付
い
た
だ
い
た
本
が
数
千
冊
に
も
上

り
、
着
実
に
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
た
い
な
い
運
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
宇
都
宮
の

未
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
を
含
め
た

若
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
必
要
で
す
。

若
い
う
ち
か
ら
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え

る
と
、
地
域
の
力
の
維
持
・
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
思
う
か
ら
で

す
。

　
若
者
は
、
や
り
が
い
や
達
成
感
を
感

の
言
葉
は
、
最
近
あ
ま
り
聞
か
な
く

な
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
「
も
の
」
を
大

切
に
す
る
日
本
人
な
ら
で
は
の
考
え
方

を
表
し
た
良
い
言
葉
で
す
よ
ね
。
こ
の

考
え
方
を
ぜ
ひ
広
め
て
い
き
た
い
と
、

ひ
ろ
め
隊
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
腕
時
計
を
小
学
４
年
生
の
頃

か
ら
使
い
続
け
て
い
ま
す
。
使
っ
て
い

る
う
ち
に
愛
着
が
湧
き
、
今
で
は
相
棒

の
よ
う
な
存
在
で
す
。
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
は
、
こ
う
し
た
「
も
の
」
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
か
ら
、
自
然
体
で
行

え
る
こ
と
で
、
特
別
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ひ
ろ
め
隊
で
は
、
「
も
の
」
を
大
切

に
す
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
と
て
も
重
要
な「
も
っ
た
い
な
い
」

の
精
神
を
、

多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
活

動
を
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、

捨
て
て
し
ま

う
だ
け
の
空

き
容
器
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
器

を
作
り
、
即
興
で
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
考
え
た
企
画
で
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
物
を
大
切
に
す
る
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
す
る
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
興
味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ひ
ろ
め
隊
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
他
の
大
学
の
人
や
、
幅
広
い
年
齢

の
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
に
触
れ
、
と
て
も
刺
激
に

な
っ
て
い
ま
す
。
「
も
っ
た
い
な
い
」

は
、
「
も
の
」
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

だ
け
で
な
く
、
「
ひ
と
」
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
き
っ
か
け
も
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、

き
っ
と
皆
さ
ん
も
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
魅
力
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
大
学
内
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
知
り
合
い
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
ボ
ラ

　平成27年10月、故ワンガリ・マータイさんの意志を継ぐブラジ
ルの元環境大臣マリナ・シルバさんとお会いし、改めて自分たちが
やっている運動が間違いではなかったという自信になりました。

「
も
っ
た
い
な
い
」の
心
が

宇
都
宮
の
ま
ち
を
発
展
さ
せ
ま
す

上
野
　勝
弘
さ
ん

日
本
人
な
ら
で
は
の
考
え
方

「
も
っ
た
い
な
い
」を
広
め
る
た
め
に

河
野
　敬
幸
さ
ん

100
年
先
の
宇
都
宮
を

創
っ
て
い
く
の
は
若
者
の
力
で
す

自
然
体
で
行
え
る
活
動
を

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

「
も
っ
た
い
な
い
」か
ら
生
ま
れ
た

人
と
の
繋
が
り

普
及
か
ら
実
践
へ

上野　勝弘 さん
●宇都宮市もったいない
　運動市民会議会長

プロフィール

河野　敬幸 さん
かわ の たか ゆき

●宇都宮文星芸術大学
芸術学部学生
●もったいないひろめ隊

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
を
聞
き
ピ
ン
と
き
ま
し
た
。
こ

じ
る
と
、
次
か
ら
次
へ
と
興
味
を
持
っ

て
活
動
し
て
く
れ
ま
す
。
「
カ
ッ
コ
イ

イ
・
オ
シ
ャ
レ
」
な
マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
っ
て
い
る
若
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

自
分
た
ち
も
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
実

践
者
だ
と
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
若
い
力
で
、
100
年
先
も
発
展
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
宇
都
宮
の
ま
ち
を
一

緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「もったいない軍手」をはめて、イベントの清
掃活動に取り組む「ひろめ隊」の皆さん。
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▲携帯サイト用QRコード
※一部の機種で表示
されない場合があります。

　
宇
都
宮
版
も
っ
た
い
な
い
運
動
で
は
、

「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」
を
大
切
に
す

る
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
お
も
て
な
し
は
、
相
手
に

対
し
て
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
対
し
て

も
達
成
感
や
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
良
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
お
も
て
な
し
が
「
ひ
と
」
を
育
て
、

「
も
の
」
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
、

そ
の
心
が
「
ま
ち
（
地
域
）
」
を
大
切

に
す
る
。「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」
を

大
切
に
す
る
と
環
境
も
良
く
な
り
、
ま

ち
も
活
性
化
し
ま
す
。「
も
っ
た
い
な

い
」
は
、
宇
都
宮
の
ま
ち
が
発
展
し
て

い
く
た
め
に
も
、
重
要
な
取
り
組
み
だ

と
思
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
、
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
こ
と
。

普
段
の
生
活
で
も
、
す
で
に
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
」
で

は
、
当
初
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う

普
及
活
動
を
根
気
強
く
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
25
年
度
の
調
査
で
、

認
知
度
80
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

普
及
活
動
か
ら
実
践
活
動
に
方
針
を
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
し
、
ま
ち
な
か
で
の
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
作
り
の
仕
掛
け
を

行
っ
た
り
、
「
も
っ
た
い
な
い
り
ぶ
っ

く
」
を
始
め
た
り
な
ど
、
皆
さ
ん
の

も
っ
た
い
な
い
を
実
践
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
り
ぶ
っ
く
」
で
は
、

寄
付
い
た
だ
い
た
本
が
数
千
冊
に
も
上

り
、
着
実
に
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
た
い
な
い
運
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
宇
都
宮
の

未
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
を
含
め
た

若
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
必
要
で
す
。

若
い
う
ち
か
ら
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え

る
と
、
地
域
の
力
の
維
持
・
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
思
う
か
ら
で

す
。

　
若
者
は
、
や
り
が
い
や
達
成
感
を
感

の
言
葉
は
、
最
近
あ
ま
り
聞
か
な
く

な
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
「
も
の
」
を
大

切
に
す
る
日
本
人
な
ら
で
は
の
考
え
方

を
表
し
た
良
い
言
葉
で
す
よ
ね
。
こ
の

考
え
方
を
ぜ
ひ
広
め
て
い
き
た
い
と
、

ひ
ろ
め
隊
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
腕
時
計
を
小
学
４
年
生
の
頃

か
ら
使
い
続
け
て
い
ま
す
。
使
っ
て
い

る
う
ち
に
愛
着
が
湧
き
、
今
で
は
相
棒

の
よ
う
な
存
在
で
す
。
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
は
、
こ
う
し
た
「
も
の
」
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
か
ら
、
自
然
体
で
行

え
る
こ
と
で
、
特
別
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ひ
ろ
め
隊
で
は
、
「
も
の
」
を
大
切

に
す
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
と
て
も
重
要
な「
も
っ
た
い
な
い
」

の
精
神
を
、

多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
活

動
を
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、

捨
て
て
し
ま

う
だ
け
の
空

き
容
器
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
器

を
作
り
、
即
興
で
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
考
え
た
企
画
で
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
物
を
大
切
に
す
る
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
す
る
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
興
味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ひ
ろ
め
隊
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
他
の
大
学
の
人
や
、
幅
広
い
年
齢

の
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
に
触
れ
、
と
て
も
刺
激
に

な
っ
て
い
ま
す
。
「
も
っ
た
い
な
い
」

は
、
「
も
の
」
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

だ
け
で
な
く
、
「
ひ
と
」
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
き
っ
か
け
も
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、

き
っ
と
皆
さ
ん
も
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
魅
力
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
大
学
内
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
知
り
合
い
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
ボ
ラ

　平成27年10月、故ワンガリ・マータイさんの意志を継ぐブラジ
ルの元環境大臣マリナ・シルバさんとお会いし、改めて自分たちが
やっている運動が間違いではなかったという自信になりました。

「
も
っ
た
い
な
い
」の
心
が

宇
都
宮
の
ま
ち
を
発
展
さ
せ
ま
す

上
野
　勝
弘
さ
ん

日
本
人
な
ら
で
は
の
考
え
方

「
も
っ
た
い
な
い
」を
広
め
る
た
め
に

河
野
　敬
幸
さ
ん

100
年
先
の
宇
都
宮
を

創
っ
て
い
く
の
は
若
者
の
力
で
す

自
然
体
で
行
え
る
活
動
を

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

「
も
っ
た
い
な
い
」か
ら
生
ま
れ
た

人
と
の
繋
が
り

普
及
か
ら
実
践
へ

上野　勝弘 さん
●宇都宮市もったいない
　運動市民会議会長

プロフィール

河野　敬幸 さん
かわ の たか ゆき

●宇都宮文星芸術大学
芸術学部学生
●もったいないひろめ隊

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
を
聞
き
ピ
ン
と
き
ま
し
た
。
こ

じ
る
と
、
次
か
ら
次
へ
と
興
味
を
持
っ

て
活
動
し
て
く
れ
ま
す
。
「
カ
ッ
コ
イ

イ
・
オ
シ
ャ
レ
」
な
マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
っ
て
い
る
若
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

自
分
た
ち
も
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
実

践
者
だ
と
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
若
い
力
で
、
100
年
先
も
発
展
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
宇
都
宮
の
ま
ち
を
一

緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「もったいない軍手」をはめて、イベントの清
掃活動に取り組む「ひろめ隊」の皆さん。



差出有効期間
平成 年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局
承　　認

3339
30

15
8

（受取人）
　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）
　宇都宮市総合政策部広報広聴課

行

年齢　　　　　 歳
差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年数回編集します。 

前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス
　前回の広報うつのみやプラス「総合
的な公共交通ネットワークの「要」とな
るLRTの整備」に対して66人の市民の
皆さんからご意見をいただきました。
代表的なものを紹介します。

前回のテーマ

LRTの整備 ＬＲＴ整備の検討
　平成25年3月に策定した「東西基
幹公共交通の実現に向けた基本方
針」において、ＬＲＴ事業の全体計画区
間のうち、JR宇都宮駅東側から段階
的に整備することとしました。また、
平成25年10月には芳賀町のＬＲＴ事
業への参画の意向を受け、「芳賀・宇
都宮基幹公共交通検討委員会」など
で事業化に向けた具体的・専門的な
検討を進めてきました。
公共交通網形成計画の策定

　平成27年11月に策定したこの計画は、基幹公共交通と
してのＬＲＴ整備とともに、当該地域のバスネットワーク再編
や交通結節機能の強化、ICカードの導入などの事業を掲げ
ています。これらの事業を着実に進めることにより、当該地
域の公共交通空白・不便地域の解消や産業拠点の維持・向
上などに効果的かつ重点的に取り組んでいきます。
早期開業を目指して
　平成28年1月に、都市計画決定に向けた手続きを開始し
ました。また、ＬＲＴの整備や運営に必要となる軌道事業の特
許を取得するため、「軌道運送高度化実施計画」を取りまと
め、国に認定申請を行いました。今後、軌道事業の特許や都
市計画事業に関する認可、軌道整備などの工事施行に関す
る認可などを取得し、平成28年度の着工、平成31年度の
開業を目指していきます。
　ＬＲＴ事業の進捗については、今後もオープンハウスや出
前講座などの機会を通じて、市民の皆さんに情報を発信し
ていきます。

「総合的な公共交通ネットワークの「要」となるLRTの整備」の概要「総合的な公共交通ネットワークの「要」となるLRTの整備」の概要「総合的な公共交通ネットワークの「要」となるLRTの整備」の概要

■主なご意見（その他欄への回答含む）
　▽車両内に国内外に向けたLRT情報サイトの設置

（氷室町・70代）
　▽ICカードだけではなく、回数券などの発行（市

内・40代）
　▽停留場などの緑化（峰４丁目・70代）
　▽歩道から停留場までの安全確保（双葉１丁目・60

代）
　▽既存の鉄道に乗り入れ（西川田南１丁目・60代）

（１）市民や来訪者が便利に気軽に利用できる公共交通と
してＬＲＴに期待することは何ですか（○は３つまで）。

35

27

24

23

16

11

7

6

15

■主なご意見（その他欄への回答含む）
　▽シャンソン電車やジャズの夕べ電車、クリスマス

ディナー車両の運行（山本１丁目・60代）
　▽落語家が乗車して寄席を開催するなど、車内のイ

ベント充実（江曽島・60代）
　▽新幹線のような子どもに人気のでる車両デザイン

（不動前・30代）
　▽鉄道むすめとのコラボレーション（松が峰２丁

目・20代）

（２）多くの市民が親しみを持てるＬＲＴとなるために、どの
ような取り組みが有効だと思いますか（○は３つまで）。

24

23

19

18

17

9

季節電車やラッピング車両の運行
「餃子電車」や「カクテル電車」などの企画電車
の運行

記念セレモニーなどのイベント開催

施設見学会などの実施

電車や停留場などの愛称の募集

キャラクターグッズや模型などの製作・販売

駐車場や駐輪場などの整備

バスなどと連携したＩＣカードの導入

車内への自転車の持ち込み

短い間隔での電車の運行

快適な待合スペースや座り心地の良
い座席の設置

目的地までの到着の早さ

１日乗車券などの発行

電車接近情報などの案内情報の充実

乗降補助などを行うアテンダントの乗務


